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３町村平成27年度決算報告

平成28年度予算の執行状況

表紙写真：秋の京都ゆぶね　行楽弁当　エンデューロ2016（和束町湯船）



歳 入
（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

一般会計・歳入
　歳入総額は、前年度に比べ 2,735 万 5 千円 ( △ 1.8％ ) 減額の 14 億 7,879 万 6 千円となりました。
　町税は、前年度に比べ 151 万 3 千円 (0.95％ ) 減額の 1 億 5,839 万 7 千円となりました。主な内訳は、町民税が 5,783
万 1 千円、固定資産税が 8,381 万円となっています。
　歳入総額の 53. ７％を占める地方交付税については、前年度に比べ 8,676 万 5 千円 (12.26％ ) 増額の 7 億 9,474 万
5 千円となりました。
　繰入金は、前年度に比べ 90,995 千円の減額となりました。それは、減債基金繰入金が地方債の繰上償還の終了に伴
い 94,282 千円減額となったことと、ふるさと基金繰入金が㈲わかさぎへの維持管理交付金の増により前年度と比べ
14,236 千円増の 19,906 千円となったことが大きく影響しています。
　町債では、１億 1,026 万 5 千円の借入を実施し、対前年度比では、111 万 6 千円の増額となっています。

一般会計・歳出
　歳出総額は、前年度に比べて 9,420 万 6 千円減額

（△ 6.4％）の 13 億 6,817 万 7 千円となりました。
　総務費では 1 億 5,148 万 3 千円 (52.11％ ) の大
幅な増額となりましたが、これは地方創生先行型交
付金に係る事業費が 2,219 万 7 千円増額となったこ
とと、財政調整基金等の積立金が 9,997 万 7 千円増
額となったことが大きな要因です。
　衛生費で相楽郡広域事務組合分担金（し尿）4,143 千円減額、相楽東部広域連合分担金（衛生分）4,728 千円減額並
びに簡易水道特別会計への繰出金が 6,358 千円減額となったこと等により前年度と比べて 11.8％の減額となりました。
　また土木費では、町道笠置山線改良事業が前年度と比較して 5,070 万 9 千円の減額となったこと等により全体とし
て 25.2％の減額となりました。
　公債費では、26 年度に繰上償還を実施したこと等により 1 億 7,575 万 6 千円の減額となりました。
　災害復旧費では、平成 27 年 9 月 30 日から 10 月 2 日にかけての豪雨に関連して被災した公共土木施設等の復旧を
実施しました。

平成 28 年度予算の執行状況について
一般会計　平成 28 年度一般会計予算の当初予算と 3 回の補正予算、前年度からの繰越事業費 2 億 993 万 3 千円を

合わせた現在の総額は、15 億 9 ,993 万円となっています。このうち、町税など 8 月末日までに入ったお金は 5 億
672 万 6 千円で、予算に対する収納率は 31.7％、また、各種事業実施のため町から支払われたお金は 3 億 9,544
万 9 千円で、予算に対する執行率は 24.7％となっています。。

町債現在高の状況　まちづくりのために長期に借入れた資金の平成 28 年 9 月末現在高は、一般会計 10 億 2,563 万
8 千円、特別会計を合わせた町全体では 12 億 5,669 万 8 千円となっています。なお、平成 27 年 9 月末と比較す
ると 463 万 8 千円の増額となっています。

特別会計　国民健康保険特別会計など 4 特別会計の予算総額は 6 億 5,652 万 6 千円で、収入済額 1 億 7,816 万 1 千
円（収納率 27.1％）、支出済額は 1 億 8,978 万円（執行率 28.9％）となっています。

議会費　51,083

民生費
339,040

衛生費
138,014農林水産業費

20,101町　税
158,397

町債
110,265

国・府支出金
179,691

その他依存財源
84,001

その他自主財源
151,697

地方交付税
794,745

総務費
442,183

公債費
90,791

商工費
54,731

土木費
109,566

消防費
61,472

教育費
58,065

災害復旧費
3,131

1,478,796 1,368,177

特別会計 （単位千円）

区　　分
会　　計 歳入 歳出 収支差引額 実質収支額 前年度実質

収支額
単年度
収支額

国 民 健 康 保 険 332,388 279,069 53,319 53,319 62,945 △ 9,626
簡　易　水　道　事　業 63,475 61,642 1,833 1,833 6,247 △ 4,414
介 護 保 険 261,412 242,597 18,815 18,815 10,195 8,620
後 期 高 齢 者 医 療 62,502 62,017 485 485 479 6

合　　　計 719,777 645,325 74,452 74,452 79,866 △ 5,414

笠　置　町

平成27年度　決算報告　平成28年度　予算の執行状況
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特　集特　集

歳 入
（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

一般会計・歳入
　歳入総額は、前年度に比べ 2 億 8,029 万 2 千円（7.8％）の増加となりました。
　歳入総額の 9.8％を占める町税は、3 億 7,784 万 4 千円となり前年度に比べ 451 万 1 千円（△ 1.2％）の減少となっ
ています。主な内訳は、町民税が 1 億 5,055 万 3 千円、固定資産税が 1 億 9,160 万 6 千円となっています。
　また、歳入総額の 44.0％を占める地方交付税は、16 億 9,828 万 6 千円となり前年度に比べ 6,725 万 1 千円（4.1％）
増加しました。
　町債は、4 億 9,730 万円の借入を実施し、対前年度比では、6,000 万円 ( △ 10.8％ ) の減少となりました。

一般会計・歳出
　歳出総額は、前年度に比べ 2 億 8,894 万 9 千円

（8.4％）の増加となりました。
　主な要因は、山の家改修工事や庁舎改修工事実施
計画などに伴う総務費が 9,561 万 8 千円、町営住宅
の建て替えや町道山口線の拡幅改良工事などに伴う
土木費が 2 億 4,643 万円増加したことがあげられま
す。
　また、平成 27 年度は、老朽化した門前橋の架け
替え事業、子育て支援商品券やプレミアム商品券の
発行、農業振興としては青年就業者の支援や共同製
茶等省力化推進事業などを実施しました。

平成 28 年度予算の執行状況について
一般会計　平成 28 年度一般会計予算は、当初予算と補正予算に前年度からの繰越事業費を合わせた現在の総額は、

39 億 6,167 万１千円となっています。
　　このうち、町税など８月末までに入ったお金は 12 億 7,962 万６千円で、予算に対する収納率は 32.3％、また、

各種事業実施のため町から支払われたお金は、11 億 11 万５千円で予算に対する執行率は 27.8％となっています。
町債現在高の状況　町道整備など事業実施のために長期に借り入れた資金の８月末現在高は、一般会計 33 億 5,885

万５千円、特別会計を合わせた町全体では、66 億 3,195 万１千円となっています。平成 27 年８月末と比較した場合、
１億 1,825 万３千円減少しています。

特別会計　湯船財産区特別会計など６特別会計の予算総額は 23 億 8,704 万９千円で、収入済額５億 3,897 万円（収
納率 22.6％）、支出済額５億 5,782 万９千円（執行率 23.4％）となっています。

議会費　54,141

民生費
769,087

衛生費
421,264

農林業費
178,179

町　税
377,844

地方債
497,300

国・府支出金
729,598

その他依存財源
136,710

その他自主財源
419,791

地方交付税
1,698,286

総務費
797,159

公債費
494,899

商工費
69,272

土木費
563,797

消防費
181,256

教育費
185,638

災害復旧費
20,726

諸支出金
5

3,859,529 3,735,423

特別会計 （単位千円）

区　　分
会　　計 歳入 歳出 収支差引額 実質収支額 前年度実質

収支額
単年度
収支額

湯 船 財 産 区 7,227 6,228 999 999 965 34

国 民 健 康 保 険 976,070 927,739 48,331 48,331 △ 23,519 71,850

事業勘定 880,893 838,514 42,379 42,379 △ 24,401 66,780

直診勘定 95,177 89,225 5,952 5,952 882 5,070

簡　易　水　道　事　業 260,300 255,468 4,832 4,832 10,163 △ 5,331

下　 水 　道　 事　 業 222,862 219,678 3,184 3,184 3,619 △ 435

介 護 保 険 572,549 557,597 14,952 14,952 8,221 6,731

保険事業勘定 567,680 553,170 14,510 14,510 7,846 6,664

サービス事業勘定 4,869 4,427 442 442 375 67

後 期 高 齢 者 医 療 57,975 57,521 454 454 401 53

合　　　計 2,096,983 2,024,231 72,752 72,752 △ 150 72,902

和　束　町

₃



歳 入
（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

一般会計・歳入
　歳入総額は、26 億 70 万円と前年度に比べ１億 4,938 万円（6.1％）の増加となりました。
　村税は 3 億 873 万円となり前年度に比べ 1,482 万円（4.6％）の減少となっています。主な内訳は、村民税 1 億 1,516
万円、固定資産税 1 億 7,256 万円となっています。
　歳入総額の約 50％を占める地方交付税につきましては、13 億 1,886 万円と前年度に比べ 9,000 万円（7.3％）増加
しています。また、国・府支出金につきましては、新規事業として避難施設等緊急時電力確保促進事業等を実施したこ
とにより府支出金が 2,488 万円の増となっています。村債では 1 億 7,490 万円の借入を実施しました。対前年度対比
では、6,140 万円の増額となっています。これは、主な理由として道の駅整備事業の用地買収等を実施しその財源に辺
地対策事業債を充てたことによります。

一般会計・歳出
　歳出総額は、25 億 494 万円と前年度に比べ 1 億
1,047 万円（4.6％）の増加となりました。
　主な要因は、道の駅整備に係る事業費の増（1 億
1,194 万円増　Ｈ 26 繰越事業費を含む。）や農業基
盤整備促進事業（バチギ橋梁、ツカリ川水路改修）の
事業費の増（3,398 万円増）によります。
　消防費につきましては、前年度比 30.3％増の 1 億
7,446 万円となりました。これは新規事業として避難
施設等緊急電力確保促進事業（保健福祉センターへ
の太陽光パネルの設置）を実施したこと及び防災計画を改訂する事業（420 万円）を実施したこと等によります。
　また災害復旧費につきましては、災害の発生が少なかったため前年度比 71.5％減の 4,035 万円となりました。
　歳入歳出差引額では、9,577 万円の収支となりましたが、翌年度へ繰越すべき財源として 2,741 万円を含んでおりま
すので実質の収支額は、6,836 万円となりました。

平成 28 年度予算の執行状況について
一般会計　平成 28 年度一般会計予算は、当初予算と 3 回の補正予算を合わせた 8 月 31 日現在の総額は、33 億 6,129

万円となっています。
　　このうち、村税など 8 月 31 日までに入ったお金は 8 億 7,887 万円で、予算に対する収納率は 26.1％でした。また、

　各種事業実施のため村から支出されたお金は、7 億 2,503 万円で予算に対する執行率は 21.6％となっています。
村債現在高の状況　長期に借り入れた資金の 9 月末現在高は、一般会計では 20 億 6,337 万円となります。特別会計

を合わせた南山城村全体の借入残高では、35 億 1,970 万円となります。平成 27 年 9 月末と比較した場合、一般
会計の村債現在高は 1 億 4,531 万円減少しています。また簡易水道事業特別会計の企業債現在高は、1 億 3,852
万円減少しています。

特別会計　国民健康保険特別会計など 6 特別会計の予算総額は、13 億 893 万円となっています。このうち、収入済
額は、3 億 6,466 万円（収納率 27.9％）、支出済額は 3 億 6,983 万円（執行率 28.3%）となっています。

南　山　城　村

議会費　55,524

民生費
414,863

衛生費
336,408

農林水産業費
337,526

村　税
308,726

村　債
174,900

諸収入
101,125

国・府支出金
409,627

その他依存財源
156,561

その他自主財源
130,906

地方交付税
1,318,862

総務費
494,678

公債費
346,028

商工費
2,856

土木費
139,159

消防費
174,457

教育費
163,089

災害復旧費
40,348

2,600,707 2,504,936

特　集特　集

特別会計 （単位千円）

区　　分
会　　計 歳入 歳出 収支差引額 実質収支額 前年度実質

収支額
単年度
収支額

国 民 健 康 保 険 586,360 572,971 13,389 13,389 55,607 △ 42,218
簡　易　水　道　事　業 263,384 261,021 2,363 2,813 773 2,040
後 期 高 齢 者 医 療 44,565 43,668 897 897 1,208 △ 311
介 護 保 険 346,192 327,578 18,614 18,614 2,418 16,196

保険事業勘定 344,131 325,874 18,257 18,257 2,120 16,137
介護サービス事業勘定 2,061 1,704 357 357 298 59

高度 情報ネットワーク 85,910 83,981 1,929 1,929 3,209 △ 1,280
合　　　計 1,326,411 1,289,219 37,192 37,642 63,215 △ 25,573

₄



まちの話題まちの話題

消費者トラブル警報発令中！

交通ルールを守りましょう！

　8 月 19 日（金）、南部公民館で消費生活出前講座が開かれました。相楽郡広域事務組合（相楽消費生活
センター）の藤井相談員が消費者被害について具体例を出し、かるたを使用した啓発をおこないました。
また、消費者被害の事
例を想定した寸劇では、
参加者の「南部ふれあ
いサロン　なかよし会」
の中から春名 清子さん
と和田 佐賀代さんに演
じていただき、起こり
得る被害について学び、
被害防止について意見
交換をおこないました。

　9 月 21 日（水）、イオンモール高
の原の 2 階平安コートで、「相楽 秋の
全国交通安全運動スタート式」が開か
れました。木津警察署長の挨拶のもと、
相楽地域による交通安全宣言をおこな
いました。笠置町観光大使の笠やん、
木津川市のマスコットキャラクターの
いづみ姫、たけのこタッキー、精華町
の京町セイカちゃんと一緒に、梅美台
保育園の園児による歌の披露があり、
にぎやかな啓発になりました。

笠置町

笠置町

地域おこし協力隊　辞令交付式 和束町

　９月１日（木）、和束町役場で地域おこし協力隊３人の辞
令交付式がおこなわれました。
　地域おこし協力隊とは、都市地域から過疎化の進む地方に
住所を移し、地域おこし活動をおこないながら、その地域へ
の定住・定着を図ることを目的とした総務省の制度です。
　辞令を交付した堀町長からは、「住民のみなさんと一緒に
なってまちづくりに取り組んで頂きたい。そして、農山村の
果たす役割の素晴らしさ、茶源郷和束の魅力を肌で感じ存分
に発信してください。みなさんの活躍を期待しています。」
との激励がありました。地域おこし協力隊のみなさんには地
域のため、和束のために活躍されることを期待しています。
　住民のみなさんもお見かけになられた際はお気軽にお声か
けください。

〜不審な電話にご用心〜

敬礼で啓発をおこなう様子

藤井相談員によるかるたを使用した啓発の様子

堀忠雄町長から辞令を受けた左から武田崇さん、大芝
真理さん、増田耀平さん
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まちの話題まちの話題

南山城村空き家バンク始めました

京都府指定無形民俗文化財の郷土芸能

田山花踊りが 11月 3 日（木・文化の日）に奉納されます

　村内の空き家等を有効活用し、定住促進による地域活動の維持と活性化を目指します。
■空き家物件を探しています

　貴重な財産を可能な限り良い状態で保全していくためにも、空き家の有効
活用にご協力をお願いします。村内に空き家をお持ちの方、管理にお困りの
方、まずは下記までお問合せください。

■空き家を買いたい・借りたい方は
　南山城村ホームページで公開される空き家物件の中で、希望物件があれば、
利用申込書類を提出してください。また、空き家バンクは、地域の活性化を
目的とするため、利用いただける方には条件がありますのでご注意ください。

条件：空き家に定住または定期的に滞在して地域の活性化に寄与でき
　　　る方で、地域行事へ積極的に参加し、地域住民と協調して生活できる方。

問合せ　南山城村むらづくり推進課　☎ 0743・93・0560（直通）

　田山花踊りは、雨乞いの神事として古き時代から、踊り伝えられてきました。大正末
期に一時途絶えておりましたが、再び郷土の伝統芸能に触れたい、あの踊りをもう一度
見たいという気運が高まり、昭和 38 年に復活し現在に至っております。昭和 53 年に村
の文化財指定を受け、昭和 59 年には京都府無形民俗文化財の指定を受けています。
　今年は、踊り手の衣装も新しくなり、庭の踊り、御庭踊りが奉納されることになって
おります。
　皆様お誘い合わせのうえ、ご観覧いただきますようご案内申し上げます。 
　尚、月ヶ瀬口駅及びやまなみホールから送迎バスを運行します。

開催日時　11 月 3 日（木・祝）
　　　　　午後１時～３時 30 分頃
場　　所　田山生涯学習センター及び諏訪神社
　　　　　　（雨天の場合は、田山農業者トレーニングセンタ−
　　　　　　と諏訪神社）
問　合　せ　南山城村産業生活課
　　　　　☎ 0743・93・0105（直通）

南山城村

南山城村

湯船マウンテンバイクイベント 和束町

　9 月 18 日（日）、湯船森林公園内で ｢秋の京都ゆぶね　行
楽弁当　エンデューロ 2016｣ が開かれました。
　遠方からも集まった約 100 人の選手たちは、雨が降る中、
家族や仲間からの応援を受けて、一周約２キロのコースを
チーム内のメンバーと交代しながら４時間走り続け、何周で
きるかを競いました。
　和束町役場からも３人が参加し、初めてのレースにもかか
わらず健闘しました。
　大会を通じて大きな怪我もなく、レース終了後は満足して
いただけた様子で素晴らしい大会になりました。
　参加者、地域のみなさん、応援、会場の手伝いをしていた
だいたみなさんにおかれましては、雨の中ありがとうござい
ました。 役場チーム（左から田中秀一さん、岡田宜也さん、

柚木敏希さん）

バス運行 第１便 第２便

行き
月ヶ瀬口駅発 午前 11 時 25 分 午後 12 時 25 分

やまなみホール発 午前 11 時 30 分 午後 12 時 30 分
（高山ダム経由 ダム 午後 12 時 40 分発）

帰り

田山宮の前発
（月ヶ瀬口駅 行き） 午後３時 30 分

田山宮の前発
（やまなみホール 行き）

午後３時 10 分
（高山ダム経由 ダム 午後３時 15 発）
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「移住呼びかけ人」認定証交付式

白熱 ! 中学校体育大会

敬老会が開かれました

　相楽東部地域の移住促進に必要な、移住希
望者の相談や情報提供をおこなう ｢移住呼び
かけ人｣の認定証交付式がおこなわれました。
　笠置町では９月２日（金）笠置町役場第一
会議室で、交付式がおこなわれ、坂本英人さ
ん、西舘万理さんが移住呼びかけ人に認定さ
れました。
　和束町では、８月 30 日（火）グリンティ
和束で交付式がおこなわれ、ブロジェット育
子さん、下村美香さん、吉田惠美さん、中村
広美さん、矢守沙奈絵さん、植田修さんの６
人が認定されました。
　今回認定されたみなさんにはご自身の移住
経験を活かし、ますます活躍されることを期
待しています。

　青空の下、９月 10 日（土）、笠置中学校・和束中学校で体育大会が開かれました。笠置中学校は、「Never 
Give Up ！～明日へつながる挑戦を～」をスローガンに、和束中学校は、「もえる闘志　あつい仲間　ふ
かめる絆 ～ We Are Stars ！～」をスローガンに掲げ、両校とも力いっぱい日頃の練習の成果を出し切
りました。徒競走や障がい走などの個人種目や、チームとして団結力が求められる団体種目も最後まであ
きらめることなく全力で競技し、保護者席や来賓席からは、温かい声援や大きな拍手が湧いていました。

　笠置町では 9 月 15 日（木）、産業振興会館で、和束町では９月 17 日（土）、和束町社会福祉センターで、
南山城村では９月 10 日（土）、やまなみホールでそれぞれ敬老会が開かれました。３町村では式典や講演、
合唱や舞踊、漫才などがおこなわれました。
　皆さん、お元気で過ごされ、また来年もお越しいただけることをお待ちしています。

笠置町・和束町

３町村

３町村

笠置中学校 和束中学校

笠置町 和束町

笠置町 和束町 南山城村
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行　政行　政

　

８
月
20
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
で
第
24
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
町
民
合
同
学
習
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

町
民
合
同
学
習
会
は
和
束
町
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
連
絡
協
議
会

な
ど
が
主
催
し
て
す
べ
て
の
町
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
力
を
合
わ
せ
犯
罪
の
な
い
明
る
い

社
会
環
境
を
築
こ
う
と
毎
年
こ
の
時

期
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
「
地

域
社
会
や
家
庭
に
何
が
起
き
て
い
る

の
か 

―
―
非
行
や
犯
罪
に
負
け
な
い

心
を
共
に
は
ぐ
く
む
―
―
」
を
テ
ー

マ
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
岡
橋
代
表
ら
の
挨

拶
の
あ
と
激
励
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

岩
﨑
聡
宗
さ
ん
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
﨑
さ
ん
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
と
と

も
に
披
露
さ
れ
る
数
々
の
マ
ジ
ッ
ク

に
会
場
は
驚
き
と
笑
い
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
前
和
束
中
学
校
長
で
現
在
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員

会
学
校
教
育
指
導
主
事
を
さ
れ
て
い
る
浅
田
平
詔
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

「
教
職
経
験
を
と
お
し
て
思
う
こ
と
」
と
題
し
た
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

講
演
の
中
で
浅
田
さ
ん
は
30
数
年
に
わ
た
る
教
職
経
験
を
も
と
に
、

お
互
い
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
、
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
浅
田
さ
ん
を
交
え
て
会
場
と
の
ト
ー
ク
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
地
域
の
環
境
の
変
化
や
、
大
人
の
役
割
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
和
束
町
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
連
絡
協
議
会
で
は
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
書
道
展
を
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
11
月
の

１
か
月
間
開
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
力
作
を
ご
覧
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

９
月
１
日
（
木
）
に
、
笠
置
町
産
業
振
興
会
館
に

お
い
て
、
笠
置
町
戦
没
者
追
悼
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

戦
没
者
の
遺
族
、
来
賓
、
主
催
関
係
者
を
含
め
58

人
が
参
列
し
、
先
の
大
戦
に
よ
り
祖
国
の
尊
い
犠
牲

と
な
ら
れ
た
１
０
０
柱
の
御
霊
に
対
し
黙
と
う
を
捧

げ
た
後
、
戦
没
さ
れ
た
方
々
を
偲
び
、
祭
壇
へ
献
花

を
行
い
ま
し
た
。

　

戦
後
71
年
目
と
な
る
今
回
、
戦
没
者
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
平
和
へ
の
願
い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

第
24
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

町
民
合
同
学
習
会

笠
置
町
戦
没
者
追
悼
式

浅田さんの講演に聞き入る参加者のみなさん

追悼の言葉を述べる笠置町長

　

任
期
満
了
に
伴
う
笠
置
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
10
月
18
日

告
示
、
10
月
23
日
投
票
）
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
お
こ
な

い
ま
す
。

日　

時　

10
月
７
日
（
金
）　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館　

２
階
ホ
ー
ル

※
提
出
書
類
及
び
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
事
前
審
査
は
、
10
月

12
日
（
水
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
に

つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
な
ど
で
、
選
挙
の
投
票
を

投
票
所
に
出
向
く
こ
と
な
く
、

郵
便
等
を
利
用
し
て
投
票
す
る

こ
と
が
出
来
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
選
挙
人
で
、

次
の
よ
う
な
障
害
の
あ
る
方
、

又
は
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

の
要
介
護
状
態
が
「
要
介
護
５
」

の
方
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
た
い

方
は
、
先
に
『
郵
便
等
投
票
証

明
書
』
の
申
請
が
必
要
で
す
の

で
、
ま
ず
は
お
住
ま
い
の
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
」
と
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
投
票
用
紙
・
投
票
用
封
筒
を
請
求
し
、
交
付
さ
れ
た
投
票
用

紙
に
、
自
宅
等
現
存
す
る
場
所
で
記
入
し
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
郵
便
等
に
よ
り
送
付
す
る
制
度
で
す
。

問
合
せ 

笠
置
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
（
笠
置
町
総
務
財
政
課
内
）

 

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

笠
置
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候
補

予
定
者
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

身
障
手
帳

障　　害　　名
障害の程度

１級 ２級 ３級
両下肢・体幹・移動機能の障害 ○ ○ ×

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸の障害 ○ × ○
免疫・肝臓の障害 ○ ○ ○
上肢・視覚の障害 ○ × ×

介護保険の被保険者証
要介護状態区分 要介護５
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保健・福祉保健・福祉

シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
19
「 

糖 

尿 

病 

」

　

糖
尿
病
と
は
膵
臓
で
作
ら
れ
る
イ
ン

ス
リ
ン
の
作
用
不
足
に
よ
る
、
慢
性
的

な
高
血
糖
状
態
の
事
で
す
。

　

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
悪
く
な
る
と

体
や
脳
の
働
き
を
促
す
栄
養
、
特
に
ブ

ド
ウ
糖
が
体
に
取
り
込
ま
れ
ず
、
血
管

障
害
な
ど
の
合
併
症
が
出
て
き
ま
す
。

　

糖
尿
病
に
は
自
己
免
疫
異
常
や
ウ
イ

ル
ス
感
染
な
ど
に
よ
り
イ
ン
ス
リ
ン
が

分
泌
さ
れ
な
く
な
る
１
型
、
遺
伝
や
肥

満
・
高
脂
肪
食
・
運
動
不
足
や
喫
煙
な

ど
の
生
活
・
環
境
因
子
に
よ
り
イ
ン
ス

リ
ン
の
作
用
不
足
が
起
こ
る
２
型
が
あ

り
ま
す
。

　

糖
尿
病
診
断
の
た
め
に
は
、
血
液
検

査
で
血
糖
や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ

（
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
）を
調
べ
ま
す
。
食
事
時

間
と
無
関
係
に
血
糖
値（
随
時
血
糖
値
）

が
２
０
０
mg
／
dl
以
上
あ
る
場
合
、
あ

る
い
は
検
査
当
日
の
朝
、
何
も
食
べ
ず

空
腹
状
態
で
血
糖
値（
空
腹
時
血
糖
値
）

が
１
２
６
mg
／
dl
以
上
あ
る
場
合
、
糖

尿
病
型
と
診
断
さ
れ
ま
す
。
過
去
１
～

２
ヶ
月
の
血
糖
の
平
均
値
で
あ
る
Ｈ
ｂ

Ａ
１
ｃ
が
6.5
％
以
上（
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
値
）

も
糖
尿
病
型
と
診
断
さ
れ
ま
す
。
膵
臓

か
ら
の
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
状
態
が
分

か
る
75
ｇ
経
口
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試
験
も

重
要
な
検
査
で
す
。

　

治
療
は
食
事
と
運
動
が
基
本
で
、
不

十
分
な
場
合
に
薬
物
療
法
を
お
こ
な
い

ま
す
。
薬
物
に
は
飲
み
薬
と
注
射
薬
が

あ
り
ま
す
。
近
年
薬
剤
の
進
歩
で
イ
ン

ク
レ
チ
ン
関
連
薬
で
は
週
１
回
の
飲
み

薬
や
注
射
薬
も
出
て
き
ま
し
た
。
従
来

飲
み
薬
の
効
果
が
弱
い
場
合
に
イ
ン
ス

リ
ン
注
射
薬
を
使
用
し
て
き
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
早
期
か
ら
使
用
し
て
、

　

相
楽
医
師
会
で
は
糖
尿
病
に
関
す
る
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
11
月
５
日

（
土
）
午
後
２
時
よ
り
、
関
西
光
科
学
研
究
所
多
目
的
ホ
ー
ル
で
企
画

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

対
象
者　

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
出
生
し
た
１
歳
未
満
の

　
　
　
　

お
子
さ
ん

　

10
月
１
日
よ
り
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
化
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
Ｂ
型
肝
炎
」は
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
肝
臓
の
病
気
で
す
。
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
免
疫

機
能
の
未
熟
な
乳
幼
児
に
感
染
す
る
と
、
キ
ャ
リ
ア（
ウ
イ
ル

ス
が
排
除
さ
れ
ず
に
体
内
に
留
ま
り
続
け
る
状
態
）に
な
り
や

す
く
、
将
来
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
の
リ
ス
ク
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
乳
幼
児
期
に
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
ワ
ク
チ

ン
で
防
ぐ
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　

大
切
な
お
子
さ
ん
を
Ｂ
型
肝
炎
か
ら
守
る
た
め
に
も
、
抗
体

獲
得
率
の
高
い
０
歳
の
時
期
に
接
種
を
し
て
、
予
防
を
心
が
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
対
象
と
な
ら
れ
る
お
子
さ
ん
が
お
ら
れ

る
ご
家
庭
に
は
、
個
別
で
お
し
ら
せ
を
し
ま
す
の
で
、
接
種
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

笠
置
町
保
健
福
祉
課　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
）

　

和
束
町
福
祉
課　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
代
）

　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

　

９
月
７
日
（
水
）
に
、
南
山
城
村
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第

38
回
南
山
城
村
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
ど
の
チ
ー
ム
も
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

　

優　

勝　
　

本
郷
老
人
倶
楽
部
チ
ー
ム

　

準
優
勝　
　

南
大
河
原
百
寿
会
チ
ー
ム

　

３　

位　
　

月
ヶ
瀬
Ｎ
Ｔ
千
歳
会
チ
ー
ム

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種（
無
料
）が
始
ま
り
ま
す
！

第
38
回
南
山
城
村
老
人

ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
の
結
果
に
つ
い
て

血
糖
値
を
良
好
に
保
ち
、
膵
臓
の
イ
ン

ス
リ
ン
分
泌
細
胞
を
保
護
す
る
方
法
も

お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
の
状

態
が
良
好
に
保
た
れ
て
い
れ
ば
、
飲
み

薬
や
注
射
薬
は
減
量
や
不
要
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

慢
性
合
併
症
で
代
表
的
な
も
の
に

は
、
細
小
血
管
障
害
と
言
わ
れ
る
糖
尿

病
特
有
の
合
併
症（
網
膜
症
・
腎
症
・

神
経
症
）と
、
大
血
管
障
害
と
言
わ
れ

糖
尿
病
境
界
型（
予
備
軍
）の
段
階
か

ら
進
行
し
て
い
く
脳
・
心
臓
・
末
梢
動

脈
の
動
脈
硬
化
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
平
成
26
年「
国
民

健
康
・
栄
養
調
査
」
に
よ
る
と
、
糖

尿
病
は
50
歳
を
超
え
る
と
増
え
は
じ

め
、
70
歳
以
上
で
は
男
性
の
４
人
に

１
人（
22
・
３
％
）、女
性
の
６
人
に
１

人（
17
％
）が
糖
尿
病
と
み
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
の
糖
尿
病
で
は
、
加
齢
や
合
併

症
に
伴
う
身
体
機
能
低
下
に
よ
り
フ
レ

イ
ル
（
４
月
号
の
拙
文
を
参
照
）
に
陥

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
代
表
的
な

認
知
症
で
あ
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は

糖
尿
病
で
な
い
人
に
比
べ
約
２
倍
発
症

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

身
体
機
能
・
認
知
機
能
の
悪
化
は
糖

尿
病
治
療
の
基
本
で
あ
る
食
事
と
運
動

の
妨
げ
に
な
り
、
ま
た
適
切
な
薬
物
療

法
の
継
続
に
も
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

元
気
な
う
ち
か
ら
糖
尿
病
発
病
の
予
防

に
努
め
、
運
悪
く
糖
尿
病
に
な
っ
た
ら

適
切
な
治
療
を
継
続
し
ま
し
ょ
う
。

医
療
法
人　

吉
村
医
院　
　
　
　

　
　

吉
村　

陽

（
日
本
糖
尿
病
学
会
専
門
医
・
日
本
老

年
医
学
会
認
定
老
年
病
専
門
医
）

⃝相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前 8 時 30 分～

午後 0 時 30 分
診療時間 午前 9 時～

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
受診前には電話でお問合せください。
11 月の診療科目は次のとおりです。

（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
11 月 3 日（木・祝） 小児科
11 月 6 日（日） 内科・小児科
11 月 13 日（日） 内科
11 月 20 日（日） 小児科
11 月 23 日（水・祝） 小児科
11 月 27 日（日） 内科・小児科

※ 10 月分については広報れんけい 9 月号をご覧
　ください。
問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　　　☎ 0774・73・9988（直通）

熱戦を繰り広げる参加者
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保健・福祉保健・福祉
　

９
月
２
日
（
金
）、
京
都
府
民
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
（
京
都
テ
ル

サ
）
に
お
い
て
共
同
募
金
運
動
70
回
記
念
・
第
65
回
京
都
府
社

会
福
祉
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
や
共
同
募
金
会
、
社
会
福
祉
施
設
関
係
者
・

民
生
児
童
委
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
行
政
等
の
福
祉
関
係
者

が
一
堂
に
集
い
、
未
来
に
確
か
な
希
望
の
持
て
る
京
都
を
創
る

た
め
、
新
た
な
「
安
心
」
と
「
交
流
」
の
社
会
実
現
の
契
機
と

な
る
大
会
で
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
で
は
社
会
福
祉
事
業
等
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々

に
対
し
表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
三
町
村
の
被
表
彰
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
28
年
度
社
会
福
祉
事
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
知
事
表
彰

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
【
笠
置
町
】　　

小
林　

慶
昭

　
　
【
和
束
町
】　　

矢
野　

光
江

　
　
　
　
　
　
　
　

今
西　

と
き
子　

　
　
　
　
　
　
　
　

中
井　

薫

　
　
【
南
山
城
村
】　

福
川　

昭
男

　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
田　

幸
子

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　
　
【
南
山
城
村
】　

本
郷
ニ
コ
ニ
コ
会

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
・
感
謝

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
特
別
功
労
者

　
　
【
笠
置
町
】　　

髙
見　

正
子

　
　
　
　
　
　
　
　

有
田　

康
善

　
　
　
　
　
　
　
　

谷
本　

一
榮

　
　
　
　
　
　
　
　

中　
　

美
幸

　
　
　
　
　
　
　
　

大
西　

篤
司

　
　
【
和
束
町
】　　

大
西　

重
孝

　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本　

友
幸

第
65
回
京
都
府
社
会
福
祉
大
会

　

社
会
福
祉
事
業
特
別
功
労
者

　
　
【
笠
置
町
】　　

西
岡　

保

　
　
　
　
　
　
　
　

西
岡　

良
祐

　
　
　
　
　
　
　
　

西
林　

勝
之

　
　
　
　
　
　
　
　

北
口　

隆
吾

　
　
　
　
　
　
　
　

小
谷　

里
美

　
　
【
南
山
城
村
】　

西
上　

泰
子

　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

洋
子

　
　
　
　
　
　
　
　

石
田　

明
美

　
　
　
　
　
　
　
　

辻
本　

節
子

（
敬
称
略
）

　

今
年
の
集
団
健
診
は
11
月
28
日
（
月
）
か
ら
11
月
30
日
（
水
）

の
３
日
間
の
午
前
・
午
後
で
村
内
４
会
場
を
回
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
特
定
健
診
（
血
液
検
査
や
心
電

図
な
ど
）
と
各
種
が
ん
検
診
（
大
腸
・
胃
・
胸
部
・
前
立
腺
・

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
の
５
つ
）
を
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
に
受
け
て
い
た
だ
く
特
定
健
診
は
健

康
保
険
（
国
保
・
社
会
保
険
・
共
済
な
ど
）
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
受
診
券
が
必
要
で
す
。
国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
の
扶
養

に
入
ら
れ
て
い
る
方
は
事
前
に
受
診
券
と
保
険
証
の
コ
ピ
ー
の

提
出
が
必
要
で
す
。
30
～
40
歳
、
75
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は

受
診
券
は
不
要
で
す
。
事
前
申
込
み
だ
け
し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
希
望
さ
れ
る
健
診
の
種
類
と
受
診
会

場
を
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
後
日
、
必

要
な
書
類
・
容
器
を
個
人
通
知
し
ま
す
。

南
山
城
村
集
団
健
康
診
査
の
お
し
ら
せ

費　

用

　

特
定
健
診 

１
０
０
０
円
・
後
期
高
齢
者
健
診 

無
料　

　

胃 

７
０
０
円　

大
腸 

３
０
０
円　

前
立
腺 

３
０
０
円

　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
無
料
（
痰
の
検
査
の
み
５
０
０
円
）

　

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス 

２
０
０
円

　

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
に
も
記
載
し
て
お
り
ま
す
が
、
不
明
な
こ

と
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

「薬と健康の週間」
　10 月 17 日（月）～ 10 月 23 日（日）
　「かかりつけ薬剤師・薬局」「お薬手帳」を活用しましょう！　無承認・無許可医薬品に注意しましょう！	 京都府山城南保健所

被表彰者全員を代表して南山城村民生児童委員協議会
福川昭男　会長が謝辞を述べられました。

月
　
日

会
　
場

11
月
28
日
（
月
）
午
前

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

午
後
は
結
核
・
肺
が
ん
検
診
で
野
殿
童
仙
房
地
区
を

巡
回
し
ま
す
。

11
月
29
日
（
火
）
午
前

高
尾
公
民
館

午
後

田
山
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

11
月
30
日
（
水
）
午
前
・
午
後
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
午
前
中
の
み
実
施
。

　

田
山
の
会
場
で
は
胃
が
ん
検
診
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
他
会
場
で
の
受

診
を
お
願
い
し
ま
す
。

�



茶源郷まつり（和束町）

開催日／開催期間　11 月５日（土）～６日（日）
開催時間　１日目（午前 10 時～午後４時）
　　　　　２日目（午前９時～午後４時）
場　　所　（会場名／住所／会場へのアクセス）　
　　　　　和束運動公園（和束町白栖猪ヶ口 25 −５）周辺
　　　　　JR 加茂駅西口下車、奈良交通 66 系統和束町小
　　　　　杉行「和束山の家前」下車徒歩４分
事業概要　「茶畑からお茶の魅力の全てを伝える。」をコンセプトに会場の全ての企画を通して「茶源郷・
　　　　　和束が持つほんまもんのお茶の魅力」を伝えていくまつりです。
参　加　費　無料
問　合　せ　茶源郷まつり実行委員会（和束町役場　総務課内） 
　　　　　☎ 0774・78・3001（代）　　FAX 0774・78・2799

むらぷら空き家リノベ計
プロジェクト

画 vol.3 ＜池田邸続編＞

空き家改修を体験してみませんか
日　程　10 月 15 日（土）・16 日（日）・23 日（日）
全日程　午前 9 時 30 分～午後 4 時
内　容　床組み・床張り・一から作る土壁・その他解体等の作業工程
　　　　を専門家の指導のもと学びながら体験します。
定　員　各日程　先着 10 人
参加費　各日程 3,500 円／全日程 9,000 円（昼食代・保険料含む）
申込要領　参加希望日・住所・氏名（ふりがな）・性別・生年月日・電話
　　　　番号・メールアドレスを明記し、FAX またはメールにてお
　　　　申込みください。
申込先　南山城村むらづくり推進課
　　　　☎ 0743・93・0560（直通）　　FAX　0743・93・0596
　　　　e-mail　noja.tdm900@gmail.com（担当：野﨑）
申込締切　10 月 11 日（火）※会場地図は参加者にのみ後日ご案内いたします。

ノルディックウォーキング もみじを通して五感
を愉しむハイキング日　　時　11 月 13 日（日）

　　　　　　午前 10 時～午後 3 時 30 分
　　　　　　（受付　午前 9 時 30 分～）
場　　所　笠置寺・東海自然歩道　約 6.5km
内　　容　全日本ノルディック・ウォーク連盟公認の
　　　　　インストラクターと一緒に健康祈祷や行
　　　　　場めぐりをしたあと、笠置名物きじ釜め
　　　　　しや杵つき餅を堪能できるコースです。
参加対象者　先着 30 人
募集期間　10 月 3 日（火）～ 10 月 31 日（月）
参　加　費　1000 円（お弁当代込）

日　　時　11 月 20 日（日）
　　　　　午前 10 時～午後 2 時
　　　　　（受付　午前 9 時 15 分～）
場　　所　笠置山　約 5km
内　　容　語り部による歴史を学びながら、当日
　　　　　開かれるもみじまつりを楽しめるコー
　　　　　スです。
参　加　費　500 円（拝観料、保険料込）
主　　催　関西本線木津亀山複線電化促進同盟会

問合せ　笠置町企画観光課　☎ 0743･95･2301（代）　※雨天中止

観光・イべント観光・イべント

祭り会場の模様

前回のようす。男女問わず、丸のこやイン
パクトドライバーを使えるようになりました。

�



安心・安全安心・安全

　

外
出
先
で
地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
慌
て
ず
に
適
切
な
行

動
を
と
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
落
ち
つ
い
て
行
動
で

き
る
よ
う
、
正
し
い
心
構
え
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と

が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
◦
住
宅
地
で
は
ブ

ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀

は
、
強
い
揺
れ
で

倒
れ
る
危
険
が
あ

る
た
め
、
揺
れ
を

感
じ
た
ら
塀
な
ど

か
ら
離
れ
ま
し
ょ

う
。

◦
中
高
層
ビ
ル
が
建

ち
並
ぶ
オ
フ
ィ
ス

街
や
繁
華
街
で
は
、

窓
ガ
ラ
ス
や
外
壁
・

看
板
な
ど
が
落
下
し
て
く
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、

鞄
な
ど
で
頭
を
保
護
し
、
で
き
る
だ
け
建
物
か
ら
離

れ
ま
し
ょ
う
。

◦
海
岸
や
川
べ
り
で
強
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
ら
、
一
番

恐
ろ
し
い
の
は
津
波
で
す
。
避
難
の
指
示
や
勧
告
を

待
つ
こ
と
な
く
、
直
ち
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◦
山
際
や
急
傾
斜
地
で
は
、
山
崩
れ
・
崖
崩
れ
な
ど
が

起
こ
り
や
す
い
た
め
、
市
町
村
の
避
難
指
示
等
に
従

い
、
直
ち
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
１

　

南
山
城
村
で
は
、
９
月
１
日
（
木
）
の
防
災
の
日
に

合
わ
せ
て
、
南
山
城
村
総
合
防
災
訓
練
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
大
雨
洪
水
警
報
の
発
令
を
想
定
し
て
地
域

の
自
主
防
災
組
織
と
防
災
無
線
や
特
設
公
衆
電
話
を

使
っ
た
情
報
伝
達
や
、
外
部
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
放
送

で
避
難
訓
練
な
ど
を
お
こ
な
い
、
職
員
や
住
民
の
皆
さ

ん
を
含
め
約
１
９
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
南

山
城
保
育
園
で
も
地
震
に
備
え
た
避
難
訓
練
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
住
民
の
皆
様
や
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
を

は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し
、
災
害
に
強
い
む
ら
づ
く

り
を
目
指
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
南
山
城
村
を
築
い
て

い
き
ま
す
。

　

８
月
24
日
（
水
）
及
び
31
日
（
水
）
午
後
７
時
か
ら

各
種
事
件
事
故
の
防
止
を
図
り
、
夏
の
府
民
の
安
心
・

安
全
を
確
保

す
る
た
め
和
束

町
防
犯
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る

防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

和
束
町
防
犯

推
進
委
員
や
木

津
警
察
署
等
の

パ
ト
ロ
ー
ル
部

隊
員
が
３
台
の

車
に
分
乗
し
て

町
内
を
パ
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
ま

し
た
。

　

24
日
（
水
）
は

和
束
町
の
北
部

地
域
を
、
31
日

（
水
）
は
南
部
地

域
を
見
廻
り
ま

し
た
が
、
管
内

異
常
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

外
出
先
で
の
地
震
の
対
処

災
害
に
備
え
て

和
束
町
防
犯
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
夏
の
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル

ヘルメットを着用し園庭へ避難する園児たち

ミニパト２台と青パト２台でパトロール パトロール前に集合写真

�



おしらせおしらせ
『
俳
句
教
室
』

実
施
日　

11
月
17
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
～
３
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

西
田　

誠
さ
ん

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

１
０
０
円

定　

員　

先
着
10
人

申
込
受
付　

11
月
１
日
（
火
）
～
11
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

『
お
裁
縫
教
室
』

実
施
日　

10
月
25
日
（
火
）

時　

間　

午
前
９
時
３
０
分
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

畑　

紀
子
さ
ん 

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

布
購
入
の
方
１
６
０
０
円
・
布
持
参

　
　
　
　

の
方
１
０
０
円

定　

員　

先
着
８
人

申
込
受
付　

10
月
５
日
（
水
）
～
14
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
Ｈ
Ｐ
ま

　
　
　
　

た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

『
あ
そ
び
う
た
コ
ン
サ
ー
ト
』

実
施
日　

10
月
30
日
（
日
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

公
演
者　

ぼ
く
と
き
み
。

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
の
０
歳
児
か
ら
低
学
年
の

　
　
　
　

子
ど
も
と
保
護
者

参
加
費　

無
料

定　

員　

先
着
50
組

申
込
受
付　

10
月
６
日
（
木
）
～
21
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

動
き
や
す
い
服
装
・
く
つ
で
お
越
し

　
　
　
　

く
だ
さ
い

『
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

10
月
３
日
（
月
）、
17
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

10
月
５
日
（
水
）・
19
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』

実
施
日　

10
月
８
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０
﹂

『
健
康
体
操
』

実
施
日　

10
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
　
座

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

講　

師　

山
根
光
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

特
別
展

『
山
城
の
二
大
古
墳
群

―
乙
訓
古
墳
群
と
久
津
川
古
墳
群
―
』

　

乙
訓
古
墳
群
と
久
津
川
古
墳
群
は
巨
大
古
墳

を
有
す
る
山
城
の
代
表
的
な
古
墳
で
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
両
古
墳
群
の
変
遷
や
山

城
に
お
け
る
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
紹
介
し
、

古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
首
長
た
ち
の
動
向
を
探
り

ま
す
。

日　

時　

10
月
15
日
（
土
）
～
12
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

『
文
化
財
講
演
会
』

日　

時　

10
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場　

所　

相
楽
会
館
２
階

演　

題　
「
山
城
の
王
権
の
実
像
に
迫
る
!!

　
　
　
　

乙
訓
古
墳
群
と
久
津
川
古
墳
群
」

講　

師　

大
阪
市
立
大
学　

岸
本
直
文 

教
授

　
　
　
　

城
陽
市
教
育
委
員
会　

小
泉
裕
司 

さ
ん

　
　
　
　
（
公
財
）向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

梅
本
康
広 

さ
ん

聴
講
料　

無
料

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

『
文
化
財
連
続
講
座
』

　

文
化
財
に
関
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
で
身
近
な
話

題
を
提
供
し
、
文
化
財
へ
の
理
解
を
深
め
親
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
連
続
講
座
で
す
。
今
年

度
第
５
回
目
で
す
。

日　

時　

10
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

演　

題　
「
デ
・
レ
ー
ケ
と
南
山
城
の
森
林
保
全

　
　
　
　

の
歴
史
」

講　

師　

当
館
資
料
課　

田
中
淳
一
郎 

副
主
査

聴
講
料　

無
料

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

施
設
の
ご
案
内

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
２
０
０
円
・
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　

※
休
館
日　

月
曜
日

問
合
せ　

京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館　

総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
86
・
５
１
９
９

　
　
　
　

０
７
７
４
・
86
・
５
５
８
９

第
18
回
住
民
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

お
し
ら
せ

日　

時　

10
月
19
日
（
水
）
午
後
３
時
30
分
～

場　

所　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

９
階
会
議
室

テ
ー
マ　
「
よ
く
わ
か
る
！
脳
の
病
気
と
そ
の
治
療
」

　

第
１
部　

　
　

特
別
講
演
「
手
術
で
治
そ
う
脳
神
経
疾
患
」

　
　

京
都
府
立
医
科
大
学
脳
神
経
外
科
学
教
室
教
授

　
　

橋
本
直
哉 

先
生

　

第
２
部

　
　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
「
脳
の
病
気
の
予
防
と
治
療
」

問
合
せ　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
２
３
５（
病
院
代
表
）

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

第
３
回
認
定
看
護
師
セ
ミ
ナ
ー
の

お
し
ら
せ

日　

時　

11
月
26
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　

５
時
（
受
付 

午
後
１
時
～
）

会　

場　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

９
階
会
議
室

対　

象　

医
療
・
看
護
・
介
護
・
福
祉
関
係
者

参
加
費　

無
料　

第 58 回教育・文化週間
　｢文化の日｣ を中心として、11 月１日（火）から 11 月７日（月）は ｢教育・文化週間｣ です。
　教育・文化に関する諸事業を全国的に実施しますので、各種行事にご参加ください。

催
　
し

お
し
ら
せ

�



おしらせおしらせ
内　

容

　
『
高
齢
者
が
ん
患
者
の
排
便
ケ
ア
』

　
　

皮
膚
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師　

岩
崎
朱
美

　
『
疥
癬
対
策
』

　
　

感
染
管
理
認
定
看
護
師　

大
植
由
紀
子

　
『
が
ん
医
療
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』

　
　

緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師　

大
西
宏
実

問
合
せ　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
２
３
５（
病
院
代
表
）

　
　
　
　

担
当
：
大
植

京
都
府
要
約
筆
記
者
養
成
講
座

（
前
期
過
程
）

　

要
約
筆
記
者
派
遣
事
業
の
担
い
手
と
な
る
要

約
筆
記
者
の
養
成
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

要
約
筆
記
と
は
、
聴
覚
障
害
の
あ
る
方
（
と

り
わ
け
難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
）
の
た
め
に
、

話
の
内
容
を
そ
の
場
で
文
字
に
し
て
伝
え
る
こ

と
で
す
。
会
議
や
講
演
等
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
の
活
動
を
お
こ
な
う
こ
と
を
希
望
す
る

方
の
受
講
を
募
集
し
ま
す
。

日　

程

　

共
通
講
座
６
日
間　

11
月
16
日
（
水
）・
30
日

　
（
水
）、
12
月
７
日
（
水
）・
21
日
（
水
）、
平
成

　

29
年
１
月
11
日
（
水
）・
25
日
（
水
）

　

コ
ー
ス
別
１
日

　
　

手
書
き
コ
ー
ス
・
平
成
29
年
２
月
１
日
（
水
）

　
　

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
・
平
成
29
年
２
月
８
日
（
水
）

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
（
休
憩
を
除
く
５
時
間
）

会　

場　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
城
陽
市
）　

受
講
資
格　

　

要
約
筆
記
者
と
し
て
登
録
し
、
活
動
が
可

能
な
方

　

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
希
望
の
場
合
は
、
実
技
の

講
座
に
は
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ（W

indow
s V

ista

以
上
）
を
持
参
し
、
入
力
速
度
が
お
お
む
ね

70
字
／
分
以
上
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
操
作

の
出
来
る
者

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
３
４
０
０
円

　
　
　
　

な
ら
び
に
教
材
等
の
自
己
負
担
あ
り
。）

※
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
用
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス

　

ト
ー
ル
す
る
た
め
に
上
記
の
パ
ソ
コ
ン
環

　

境
が
必
要
。

※
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
関
す
る
指
導
は
お
こ
な

　

い
ま
せ
ん
。
ウ
イ
ル
ス
ソ
フ
ト
の
種
類
に

　

よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
が
で
き
な
い
場

　

合
が
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
操
作
以
外
の

　

指
導
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る
上
記
条
件
に
満
た
な

　

い
と
判
明
し
た
場
合
は
、
受
講
が
で
き
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み　

10
月
31
日（
月
）ま
で
に
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
ハ
ガ
キ
に
て
、
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

府
外
に
在
住
の
場
合
は
勤
務
先
ま
た
は
通
学

先
を
明
記
し
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
受
講
票

を
申
込
み
者
に
送
付
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

〒
６
１
０
–
０
１
２
１　

城
陽
市
寺
田
林
ノ
口

　

11
番
64　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　

京
都
府
要
約
筆
記
者
養
成
講
座　

事
務
局
宛

　

☎
０
７
７
４
・
30
・
９
０
０
０

　

０
７
７
４
・
５
５
・
７
７
０
８

主　

催　

京
都
府

主　

管　

社
会
福
祉
法
人　

京
都
聴
覚
言
語
障
害

　
　
　
　

者
福
祉
協
会

協　

力　

京
都
府
難
聴
者
協
会

　
　
　
　

京
都
府
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
連
絡
会

国
民
健
康
保
険
山
城
病
院
組
合
職
員
募
集

申
込
時
必
要
書
類　

申
込
書
・
履
歴
書
・
健
康

　

診
断
書
（
当
院
所
定
の
用
紙
）

　

最
終
学
校
卒
業
証
明
書
（
卒
業
証
書
の
写
し

　

可
）（
職
種
①
）

　

介
護
福
祉
士
登
録
証
ま
た
は
平
成
29
年
３
月

　

取
得
見
込
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
：（
職
種
②
）

受
付
場
所

　

職
種
①
京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務

　

局
（
９
階
）

　

職
種
②
介
護
老
人
保
健
施
設
や
ま
し
ろ
管
理

　

部　

※
郵
送
不
可

試　

験

　

職
種
①
11
月
上
旬
予
定
（
論
述
・
面
接
試
験
）

　

職
種
②
第
一
次
試
験
（
論
述
）
11
月
20
日
（
日
）

採
用
予
定
日　

平
成
29
年
４
月
１
日
（
職
種
①

　

に
つ
い
て
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。）

問
合
せ

　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
２
３
５　

　

介
護
老
人
保
健
施
設
や
ま
し
ろ 

管
理
部 

　

☎
０
７
７
４
・
73
・
０
３
５
９

　

※
応
募
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
京
都
山

　
　

城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
　

ご
覧
く
だ
さ
い
。　

　

http://w
w

w
.yam

ashiro-hp.jp

平
成
28
年
度
自
衛
隊
員
募
集
案
内

１　

募
集
種
目
及
び
試
験
期
日
等

２　

受
付
及
び
問
合
せ

　
（
１
）
自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
笠
殿
町
38

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
８
０
３
・
０
８
２
０

　
　
　　

h
ttp

://w
w

w
. m

od
.go.jp

/

　
　
　
　
　

p
co/kyoto/

　
（
２
）
宇
治
地
域
事
務
所

　
　
　
　

宇
治
市
広
野
町
西
裏
71ｰ

５

　
　
　　

Ｓ.

Ｃ　

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ　

２
０
２
号
室

　
　
　　

☎
０
７
７
４
・
44
・
７
１
３
９

　
（
３
）
笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　
　

相
楽
郡
笠
置
町
西
通
90ｰ

１

　
　
　　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
）

　
　
　　

和
束
町
総
務
課

　
　
　　

相
楽
郡
和
束
町
釜
塚
生
水
14ｰ

２

　
　
　　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
代
）

　
　
　　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

相
楽
郡
南
山
城
村
北
大
河
原
久
保
14ｰ

１

　
　
　　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

　
（
４
）
そ
の
他

　
　
　
　

自
衛
隊
各
駐
屯
地
・
各
基
地
等
に
お
い

　
　
　
　

て
も
案
内
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
17
日（
月
）〜
23
日（
日
）は
行
政

相
談
週
間
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
い
た
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

10
月
18
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

笠
置
産
業
振
興
会
館
１
階
和
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

10
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
代
）

相
　
談

ご寄附ありがとうございました「笠置町ふるさとづくり基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 28 年 9 月受付）。
　氏　名：笠置　隆　　住　所：兵庫県芦屋市　　その他目的達成のために資する事業：19,300 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、笠置町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

職
種

募
集
人
員

応
募
資
格
等

受
付
期
間

︵
土
日
を
除
く
︶

①
事
務

　

職
員

Ａ 

医
事

　

 

事
務

若
干
名

Ａ 

医
事
事
務 

診
療

情
報
管
理
士（
優
遇
）

Ｂ 

総
務
事
務 

給
与

関
係
事
務
の
経
験
者

（
優
遇
）

昭
和
52
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
で
高
等

学
校
以
上
の
学
歴
を

有
す
る
者
（
民
間
企

業
等
職
務
経
験
者
）。

９
月
１
日（
木
）～

10
月
17
日（
月
）

午
前
９
時
～

午
後
５
時

Ｂ 

総
務

　

 

事
務

若
干
名

②
介
護

福
祉
士

フ
ロ
ア
に

お
け
る
管

理
・
監
督

及
び
介
護

業
務

若
干
名

昭
和
51
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
で
介
護

福
祉
士
の
資
格
を
有

す
る
者

※
資
格
取
得
見
込
者

も
可
。
た
だ
し
、
採

用
は
資
格
取
得
を
条

件
と
す
る

10
月
17
日（
月
）～

28
日（
金
）

午
前
９
時
～

午
後
５
時

※ 

勤
務
場
所　

職
種
①
は
京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

職
種
②
は
介
護
老
人
保
健
施
設
や
ま
し
ろ

募
集
種
目

受
付
期
間

試
験
期
日

資
格

自
衛
官

候
補
生

男子
年
間
を
通
じ
て

お
こ
な
っ
て
お

り
ま
す
。

受
付
時
に
お
し

ら
せ
し
ま
す
。

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
者

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科

学
校
生
徒

推薦
11
月
１
日（
火
）～

12
月
２
日
（
金
）

平
成
29
年

１
月
７
日（
土
）～

９
日（
月
）

※
い
ず
れ
か
１
日

　

を
指
定
し
ま
す
。

男
子
で
中
卒（
見

込
含
）
17
歳
未
満

の
成
績
優
秀
か
つ

生
徒
会
活
動
等
に

顕
著
な
実
績
を
修

め
、
学
校
長
が
推

薦
で
き
る
者

一般
11
月
１
日（
火
）～

平
成
29
年

１
月
６
日（
金
）

１
次
試
験

平
成
29
年

１
月
21
日（
土
）

２
次
試
験

平
成
29
年

２
月
２
日（
木
）～

５
日（
日
）

※
い
ず
れ
か
１
日

　

を
指
定
し
ま
す
。

男
子
で
中
卒（
見

込
含
）
17
歳
未
満

の
者

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

募
　
集

�



おしらせおしらせ
人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

10
月
27
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

行
政
・
人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

10
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

月
ヶ
瀬
Ｎ
Ｔ
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

10
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場　

所　

月
ヶ
瀬
Ｎ
Ｔ
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
）

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

筋
・
神
経
系
難
病
専
門
医
相
談
の

お
し
ら
せ

目　

的　

筋
・
神
経
系
難
病
に
関
す
る
病
気
や
療

養
生
活
上
で
の
不
安
等
に
つ
い
て
、専
門

医
に
よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
、難
病
患

者
及
び
家
族
の
不
安
を
軽
減
す
る
と
共

に
適
切
な
療
養
生
活
の
促
進
を
図
る
。

日　

時　

10
月
25
日（
火
）
午
後
１
時
～
５
時
ま
で

　
　
　
　
（
個
別
相
談
・
時
間
予
約
制
）

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所　

対
象
者　

相
楽
郡
・
木
津
川
市
に
在
住
の
筋
・
神

　
　
　
　

経
系
難
病
患
者
（
疑
い
の
あ
る
者
を
含

　
　
　
　

む
）
と
そ
の
家
族

対
象
疾
患

脊
髄
小
脳
変
性
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連

疾
患
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
進
行
性
核
上
性

麻
痺
、
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性
症
）、
多
系

統
萎
縮
症
（
線
条
体
黒
質
変
性
症
、シ
ャ
イ・

ド
レ
ー
ガ
ー
症
候
群
、
オ
リ
ー
ブ
・
橋き

ょ
う

・
小

脳
萎
縮
症
）、
多
発
性
硬
化
症
、
筋
萎
縮
性

側
索
硬
化
症
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病 

等

定　

員　

５
人

参
加
費　

無
料

内　

容　

専
門
医
に
よ
る
病
気
や
療
養
生
活
等

　
　
　
　

に
つ
い
て
の
個
別
相
談　

担
当
医
師　

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

　
　
　
　

南
京
都
病
院 

神
経
内
科
診
療
部
長

　
　
　
　

岡
伸
幸 

医
師

申
込
期
限　

10
月
17
日
（
月
）
ま
で

申
込
み
先　

京
都
府
山
城
南
保
健
所
保
健
室
へ
申

　
　
　
　

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
９
８
１

介
護
職
場
に
再
就
職
さ
れ
た
方
に

準
備
金
20
万
円
を
お
貸
し
し
ま
す

　

潜
在
介
護
人
材
・
保
育
士
を
呼
び
戻
す
た
め

の
再
就
職
準
備
金
貸
付（
20
万
円
）、未
就
学
児
を

持
つ
保
育
士
へ
の
保
育
料
貸
付
の
募
集
を
８
月

か
ら
始
め
ま
し
た
。
就
労
す
る
事
業
所
・
保
育

園
を
通
じ
て
京
都
府
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
全
額
返
還
免
除
有
）

問
合
せ　

社
会
福
祉
法
人 

京
都
府
社
会
福
祉
協
議

会 

京
都
府
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

〒
６
０
４ｰ

０
８
７
４　

京
都
市
中
京

区
竹
屋
町
通
烏
丸
東
入
ル
清
水
町

３
７
５　

ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都
Ｂ
１
階

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

地
下
鉄
烏
丸
線
「
丸
太
町
駅
」
下
車
、

南
改
札
５
番
出
口
す
ぐ

☎
０
７
５
・
２
５
２
・
６
２
９
７

０
７
５
・
２
５
２
・
６
３
１
２

http://fukujob
.kyoshakyo.

　

 or.jp

労
働
ト
ラ
ブ
ル
解
決
制
度
の
ご
案
内

　

解
雇
・
雇
止
め
な
ど
、
労
働
者
個
人
と
事
業

主
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
、
公
平
・
中
立
の
立
場

の
あ
っ
せ
ん
員
が
あ
っ
せ
ん
（
話
し
合
い
）
で

円
満
に
解
決
し
ま
す
。

　

手
続
は
簡
単
・
無
料
！
秘
密
厳
守
で
、
迅
速

な
解
決
を
目
指
し
ま
す
。
労
使
ど
ち
ら
か
ら
で

も
利
用
で
き
ま
す
。

問
合
せ

　

京
都
府
労
働
委
員
会
事
務
局　
　
　
　
　
　

　

☎
０
７
５
・
４
１
４
・
５
７
３
３　
　
　
　
　

　

月
～
金
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　

　

http://w
w

w
.pref.kyoto.jp/kyoroi 

就
学
時
健
康
診
断

　

来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
予
定
の
子

ど
も
を
対
象
に
し
た
就
学
時
健
康
診
断
を
各
小

学
校
で
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

　

笠
置
町　
　

11
月
15
日（
火
）
笠
置
小
学
校

　

和
束
町　
　

11
月
11
日（
金
）
和
束
小
学
校

　

南
山
城
村　

11
月
１
日（
火
）
南
山
城
小
学
校

※
時
間
は
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
で
す
。
視
力

　

や
聴
力
検
査
、
内
科
健
診
な
ど
を
お
こ
な
い

　

ま
す
。

※
対
象
児
に
は
改
め
て
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

き
こ
え
の
相
談
会

日　

時

10
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間

　
　
　
　

程
度
）

対　

象　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で

　
　
　
　

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ

　
　
　
　

る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
10
月
５
日

　
　
　
　
（
水
）ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

　
　
　
　

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

　
　
　
　

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

　
　
　
　

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　
　
　
　

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９ｰ
０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　

時

10
月
11
日
（
火
）・
25
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
駅
前
１ｰ

10

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

費　

用　

無
料

問
合
せ　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
１
ま
た
は

　
　
　
　

０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
５

※
相
談
会
以
外
の
日
で
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

　

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

10
月

実
施
日

28
日
（
金
）

26
日
（
水
）

19
日
（
水
）

11
日
（
火
）

笠
置
会
館

産
業
振
興
会
館

東
部
区
集
会
所

飛
鳥
路
集
会
所
場　

所

10
月

実
施
日

28
日
（
金
）

21
日
（
金
）

高
尾
公
民
館

童
仙
房
公
民
館
場　

所

そ
の
他

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 28 年 8 月受付）。敬称略
　氏　名：匿名希望　住　所：精華町　　寄附金：20,000 円
　氏　名：匿名希望　住　所：木津川市　寄附金：10,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

�



おしらせおしらせ

PCB を含有している電気機器を使用又は保管
していないか点検をおこなってください！
　PCB を含む電気機器（変圧器 ･ コンデンサー ･ 家庭用を除く照明用安定器など）を使用又は保管している時は、
PCB 特別措置法に基づき届出が必要です。あなたの事業所の電気室 ･ キュービクル ･ 倉庫などを点検してください。
　PCB 含有の有無は京都府をはじめ機器メーカーや中間貯蔵 ･ 環境安全事業（株）（JESCO）のホームページでも
判別することができます。もし、PCB を含有していることが判明した場合は、直ちに届出をおこなうとともに、適正
に保管 ･ 処理をする必要があります。
PCB を含む電気機器等は通常の産業
廃棄物として処分することができず、
不法投棄や不適正な方法で処分した場
合は廃棄物処理法に基づき厳しく罰せら
れることがありますので、ご注意ください。
詳しくは京都府までお問合せください。

写真の出典：環境省作成「ポリ塩化ビフェニル (PCB) 廃棄物の期限内処理に向けて」３ページより

問合せ　京都府環境部循環型社会推進課　☎ 075・414・4718

変
圧
器（
ト
ラ
ン
ス
）

コ
ン
デ
ン
サ
ー

安
定
器

訂　正：９月号で下記のとおり間違いがありましたので、訂正してお詫びいたします。
　　　　●９月号８ページ「戦没者等のご遺族の皆様へ 第 10 回特別弔慰金が支給されます」の記事の支給対象者
　　　            戦没者等の①父母　②孫　③父母　④兄弟姉妹（誤）→　戦没者等の①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹 （正）

一般国道 163 号北大河原バイパス開通
　一般国道１６３号北大河原バイパスが、８月 28 日（日）に開通しました。
旧国道は、道幅が狭く見通しの悪い区間や JR 関西本線との交差部に桁下高制限（4.1 ｍ）がありました。
　このため、良好な走行環境と地域の皆様の安全を確保するため、平成 18 年度から京都府が全長 3.7㎞、
総工費約 80 億円のバイパス工事を進めてきました。
　８月 28 日は、午前中に開通記念式典と通り初めがおこなわれ、京都府知事をはじめ多くの関係者や村の
小学生などが出席し開通を祝いました。
　午後３時からは、一般車両の通行が可能となり、快適な走行が
できるようになりました。
　引き続き押原で旧道との交差点の工事が行われており旧国道
163 号は当分の間、南山城村本郷と押原の間は車両の通り抜けが
できません。ご利用の皆様にはご不便をおかけしておりますが、
バイパスや迂回路を通っていただくようにお願いします。

問合せ　南山城村建設水道課　　　☎ 0743・93・0106（直通）
　　　　京都府山城南土木事務所　☎ 0774・72・1151（代表）

※ただし、地方公務員法第 16 条各号に規定されている次のいずれかに該当する人は、
受験できません。

　1．成年被後見人又は被保佐人（法改正の経過措置として準禁治産者を含む）
　2．禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがな

　　くなるまでの人

２．試験実施日及び内容
第１次試験　実　施　日　11 月 20 日（日）
　　　　　　試験内容　教養試験、適性検査、専門試験（保育士のみ）
第２次試験　実　施　日　第１次試験合格者に通知します。
　　　　　　試験内容　記述試験・グループ討議
第３次試験　実　施　日　第２次試験合格者に通知します。
　　　　　　試験内容　面接

３．応募受付期間
10 月 3 日（月）から 10 月 31 日（月）まで（但し、閉庁日は除く）
午前８時 30 分から午後５時 15 分まで

和束町職員（一般事務職・保育士）を募集します
1．職種・採用予定人数・応募資格
職　種 採用予定数 応募資格

一般事務職 若干名 高等学校卒業以上の学歴若しくは、同等の学力を有する
昭和 61 年４月２日以降に生まれた人

保育士 １名 保育士の免許を有する人、又は取得できる見込のある
昭和 61 年４月２日以降に生まれた人

郵送の場合は封筒の表に「採用試験受験書類在中」と朱書きし、必ず簡易書留で
送付してください。（10 月 31 日（月）必着）

４．提出書類
・和束町職員採用試験申込書（和束町役場総務課にあります）
・和束町職員採用試験エントリーシート（和束町役場総務課にあります）
　ホームページでもダウンロードができます。http://www.town.wazuka.lg.jp/
・履歴書（市販のものに、最近６か月以内に撮影した写真を貼付）
・保育士に応募される人は、免許の写し又は取得見込証明書
・受験票返信用封筒（長３サイズ 120mm × 235mm の封筒に返信宛名を明記し、
　392 円分 ( 簡易書留）の切手を貼付）  
・その他　第 3 次試験合格者については後日最終学校卒業証明書または卒業見込
　証明書を提出していただきます。

５．採用予定日
平成 29 年４月１日（土）

６．給与
和束町職員の給与に関する条例の規定に基づき支給されます。

７．受付場所・応募についての問合せ
〒619-1295　京都府相楽郡和束町大字釜塚小字生水14 番地の 2
和束町役場総務課　☎ 0774・78・3001（内線 315）
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★ Pick UP ★
　「向田理髪店」
　奥田英朗 著

　北海道の小さな町で理髪店を営む
心配性のご主人が暮らす過疎の町は、
通りにひと気はないけれど、親の介
護・農家の嫁・映画のロケ・スナッ
クのママ・詐欺など、案外にぎやか。
身に沁みて、心がほぐれる物語。

☆３町村のどなたでも借りられます。
　最寄の図書室でリクエストしてください。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
︵
電
話
又
は
来
所
︶　

　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　

　

※
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１
８
８（
い
や
や
！
）」番
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

相
談
日　

月
～
金（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

住　

所　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津

　
　
　
　

総
合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
出
口
か
ら
徒
歩
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
（
年
末
年
始
除
く
）
は

　
　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ
（
電
話
の
み
）

Ⓠ
「
役
所
か
ら
排
水
管
の
点
検

に
来
ま
し
た
。」
と
言
っ
て
役
所

の
職
員
ら
し
き
人
が
訪
問
し
て
き

た
。
費
用
は
か
か
ら
な
い
と
聞
い

た
の
で
了
承
し
た
と
こ
ろ
、
敷
地

に
入
っ
て
汚
水
枡
を
開
け
て
点
検

を
し
た
担
当
者
は
「
お
宅
は
か
な

り
汚
れ
て
い
て
、
こ
の
ま
ま
だ
と

詰
ま
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ

う
な
る
と
大
変
な
の
で
今
の
う
ち

に
洗
浄
を
し
た
方
が
良
い
。
他
で

は
４
～
５
万
円
か
か
る
と
こ
ろ
、

う
ち
で
は
２
万
円
で
し
ま
す
。」

と
言
っ
た
。
あ
や
し
い
と
思
っ
た

の
で
断
っ
た
が
、
役
所
が
こ
の

よ
う
な
点
検
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
（
70
歳
代　

女
性
）

Ⓐ
相
楽
地
域
で
こ
の
よ
う
な
話

が
複
数
あ
り
ま
し
た
。中
に
は「
格

安
で
排
水
管
の
清
掃
を
し
ま
す
。」

と
言
っ
て
勧
誘
を
し
て
、
点
検
の

折
に
「
排
水
管
に
木
の
根
っ
こ
が

入
り
込
ん
で
い
ま
す
。」
等
と
消

費
者
の
不
安
を
煽
っ
て
工
事
の
契

約
を
勧
め
る
も
の
、
一
度
契
約
を

す
る
と
次
々
に
別
の
契
約
を
結
ば

せ
る
も
の
な
ど
悪
質
な
例
も
あ
り

ま
す
。
役
所
が
こ
の
よ
う
な
点
検

を
す
る
こ
と
も
、
業
者
に
点
検
を

委
託
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

排
水
管
が
詰
ま
っ
た
り
流
れ
に

く
く
な
っ
た
り
す
る
原
因
は
、
汚

れ
な
ど
の
ほ
か
、
設
備
の
劣
化
・

使
用
者
の
不
注
意
な
ど
も
あ
り

ま
す
が
、
予
防
す
る
為
に
は
、
水

を
貯
め
て
一
気
に
流
し
た
り
、
台

所
・
洗
面
所
・
浴
室
・
洗
濯
機
な

ど
の
排
水
管
を
日
常
的
に
清
掃
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
排
水
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
ゴ
ミ
を
取
り
除
い

た
り
、
油
汚
れ
は
ぼ
ろ
布
で
拭
い

て
か
ら
洗
っ
た
り
す
る
事
は
、
環

境
に
配
慮
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。

　

訪
問
業
者
は
よ
く
確
か
め
て
、

安
易
に
家
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
洗
浄
が
必
要
か
ど

う
か
に
つ
い
て
も
、
業
者
の
言
う

こ
と
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
家
族
や

周
囲
の
人
に
も
相
談
を
し
ま
し
ょ

う
。

役
所
か
ら
排
水
管
の
点
検
に
来
ま
し
た
？
？

図書室図書室 消費者生活消費者生活

和束町体験交流センター
図書室より

☆『おはなしのじかん』
　日　時　　10 月 16 日（日）
　　　　　　午前 10 時 30 分～
　場　所　　和束町体験交流センター　ホール
※本の所蔵整理のため、10 月９日（日）～ 22 日（土）まで休

室します。
　返却は ｢ほんのぽすと｣ をご利用ください。尚、休室期間中

の土・日曜日は体験交流センター入口が閉まっていますので、
返却が出来ません。

　ご迷惑おかけしますが、よろしくお願いします。

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室………… ☎ 0743・95・2726
和束町体験交流センター図書室… ☎ 0774・78・4013
南山城村図書室…………………… ☎ 0743・93・0522

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　置　町

一般書

ママの涙 くわばた　りえ

コンビニ人間 村田　沙耶香

ゼツメツ少年 重松　清

児童書

まじょのナニーさん
まほうでおせわいたします 藤　真知子

ルドルフとイッパイアッテナ 斉藤　洋

お江戸の百太郎 那須　正幹

和　束　町

一般書

向田理髪店 奥田　英朗

坂の途中の家 角田　光代

陸王 池井戸　潤

児童書

おたのしみ じどうはんばいき 宮地　和代

おつかい おねがい！ 
おつかいくん 鈴木　のりたけ

あるひいつものがくどうで。 サトシン

南山城村

一般書

海の見える理髪店 荻原 浩

長流の畔 宮本 輝

菌・カビを知る・防ぐ 60 の
知恵 日本防菌坊黴学会

児童書

きょうはおおかみ キョウ・マクレア

畑の一年 向田 智也

ジュニアノンフィクション 
勇気の花がひらくとき 梯 久美子

図 書 室
　 だ よ り
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広
報
　
れ
ん
け
い

2
0
1
6
.1
0
　
N
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2
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編
集
・
発
行
　
相
楽
東
部
広
域
連
合

〒
619-1205　

京
都
府
相
楽
郡
和
束
町
大
字
中
小
字
平
田
23番

地
の
1

TEL：
0774・

78・
0120　

　
FA
X
：
0774・

78・
0121

● 　笠　置　町　●
人　口　1,441 人　（-2）
世帯数　　648世帯（-1）

　〒₆₁₉-₁₃₀₃ 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,192 人　（-9）
世帯数　1,729 世帯（-4）

　〒₆₁₉-₁₂₁₂ 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799
http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,884 人 　（‒10）
世帯数　1,255 世帯（+3）

　〒₆₁₉-₁₄₁₁ 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030
http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成28年 9月 1日現在）３町村人口

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙
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笠置町　中村　
平成 24 年 9 月 28 日生
元気いっぱいわんぱく
です（＾_＾ 自転車上手に
乗ってるよ !!

「未来にはばたけ　元気な子！」
写真募集！

対　　象：笠置町・和束町・南山城村在住で、
　　　　　３歳までの幼児。（申請時）
　応募方法については、相楽東部広域連合
のホームページをご覧ください。
　http://www.rengou.jp/
※ご提供いただいた写真および個人情報は「広報
　れんけい」以外の目的には使用いたしません。

　問合せ　相楽東部広域連合総務課
　☎０７７４・７８・０１２０
　e-mail  rengou-soumu@rengou.jp

「未来にはばたけ　元気な子！」

プラスチック容器包装の出し方
環　境環　境

未来にはばたけ　元気な子！
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笠置町　中村　
平成 26 年 4 月 4 日生
とってもやんちゃ（＾_＾
絵をかいたり歌を歌うの
が大好き★

出せるもの（一例）　菓子袋・食品トレイ・カップ麺の容器・シャンプーやリンス
　　　　　　　　　の容器・ペットボトルのキャップやラベル

出す時の注意
・食べ残しなどの生ごみは必ず取り除き、液状の汚れは水で洗い流すか新聞紙等で拭き取ってください。
・レジ袋などに小分けにせず、ばらばらにして指定袋に入れてください。

　笠置町・和束町・南山城村から集められたプラスチック製容器包装ごみはリサイクルされ、
他のプラスチック製品の素材として生まれ変わっています。
　しかし、プラスチック製容器包装ごみの中には、食品の食べ残し・汚れの付着・紙・金属
類・ペットボトル等の混入が目立っ
ています。この状態ではリサイク
ルに出せません。
　プラスチック製容器包装ごみを
出される際は、容器の汚れを落と
す・他のごみを入れない等、分別
を守ってください。

プラスチック容器包装

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課　　☎ 0743･95･2301（代）　　　南山城村産業生活課　　　　☎ 0743･93･0105（直通）
和束町農村振興課　☎ 0774･78･3001（代）　　　相楽東部クリーンセンター　☎ 0774･78･4153（直通）

◦プラスチック容器包装収集日
　笠　置　町　　毎週　土曜日
　（第１土曜日を除く）
　和　束　町　　毎週　土曜日
　南山城村　　毎週　木曜日

プラスチック製容器包
装ごみは、このマーク
が付いているものが対
象です。

プラスチック容器包装ごみに混
ざっていた紙類・ペットボトル類分別作業


